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1.我々は､分枝鎖を有する一連のシクリトール諌書体の合成研究

を行っている｡今回報告する GlycorlCaCld(1)は､1996年
Chakravatyらによってインド反証の蜜柑科樹木より単牡･捕遠決吏
されたカロテノイド代謝物であり､肝膿内の考案に対し解考作用を
示す新規化合物であるIl｡演者 は､1の合成が市販の

諾 岩窟 Tty:1芸蒜ygol蒜e%na 4第bOnLe鍔 認 諾 乞最 悪 G･ycodcacid(1'
討した｡

2.3まず出発原料2の4位*)レポニル基のみを位置選択的に遭元し2)､次いで水酸基をMOM基で
保護し4を得た｡5位のメチル分枝鎖を構築するために4を接触還元後､アルか)で処理し5を得た｡
当研究室では有用な分枝鋭構築法を開発しており3)､本手法を用いれば中間体であるS.Rどちらの立
体のジクロロメチル体からも望む立体のα･ヒドロキシアルデヒド体を得ることが可能と考えられる｡
そこで､5にジタロロメテルリチウムを反応させ､6および6-(3:1)を収率良く持たが､続く9への
変換反応は予期に反し進行しなかった｡この原因は立体障害であると考え,比較的障害の少ないと考
えられる4に対し先と同様に反応を行い7とし､次いで8へ2工程収率65%で妨尊Lた.そこで､8
の二重結合を接触還元するためにホルミル基を-旦還元し､続いて接触還元,酎 ヒを行い目的とする

9を3工程収率 55%で得た｡9のホルミル基への分枝鍬伸長の検討を 払 10eVenagel反応及び
HolnerWitdg反応を用いて行い､HornerWittLg反応が10を長も収率良く与えた｡得られた10の
保護基を脱保護すればIへ導けると考え､現在その検討を行っている｡
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